






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した話が出来ればい のですが、やはり細かいデータがないと判り く か
と
思
いますので、説明をしながらのお話とさせて ただきた と思 ます。一、公家
衆の家の継承
ま






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































忠家は嫡孫によるとしか記され いないが は鍾愛すべき一子 り器
量
も















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































例に倣い 長者一代の号として勧修寺と るは如何 此号は後には長光卿
に
譲
りたい、と。これに対し、長隆返 して云う。勧修寺は元祖内大臣高藤公の
御
追
号であり、末裔としては憚ってこの を称しない
、
従
っ
て意見を申し難いと
い
っ
た、というのである のように記録は明らかであり、一代の号で ったも
の
を
、子孫に至り経興に至ってもなおこれを称しているのは、謂れ無いことであ
る
。
これにより一般の人はこの流れを勧修寺流 惣領家のように思ってしまうこ
と
に
もなろう と記されているのです 勧修寺の号は経顕一代限りの号というこ
と
で
あったが、以後の家名になってしま たというわけであり、惣領家 甘露寺
家
で
あることは前にもお話した通 です。戦国期から江戸期にかけ 修寺家は
勧
修
寺
流
一
門
の
な
か
で
も
っ
と
繁
栄
し
、
後
奈
良
天
皇
の
生
母
は
教
秀
の
女
藤
子
（
豊
楽
門
院
）、
後
陽
成
天
皇
の
生
母
は
晴
右
の
女
晴
子
（
新
上
東
門
院
）
で
あ
っ
た
し、江
戸
期
に
は
家
領
も
一門で最高の七百八石でありました。因みに、甘露寺家は家領二百石。この
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
誤
解
を
生
じ
た
の
で
し
ょ
う
、『諸
家
知
譜
拙
記
』や『雲
上
明
鑑
』
な
ど
で
は
甘
露
寺
家
が
嫡
系
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、『譜
家
伝』
で
は
勧
修
寺
家
を
本
流
と
し
て
い
ま
す
。
辞
典
類
に
な
る
と
、
多
く
が
勧
修
寺
家
を
惣
領
家
と
し
て
い
て
、『国
史
大
辞
典
』でも勧修寺家が嫡流との記述はないが、元祖高藤以来の総系図が掲げられ
て
い
る
のはその扱いがなされているからに他ならないでしょう。す
で
に『建内記』
で
知
ら
れる如く、室町期に危惧されたことが起こってしまったとい
え
ましょう。
以
上
、九条家や勧修寺家に伝来した処分状をもとに、財産の相続
と
いうものが
ど
の
よ
うになさ たかということなどについてお話してきました。
遺
産相続の根
幹
と
な
るのは、家領・ 地、 れに文書・記録であり、年齢の長幼
・
性別とは直
接
関
わ
りはなく、
処
分者の絶対的な権限のもとに処分され、
も
っ
とも眼鏡にかなっ
た
者
が
家長者として最も重要で多くのも を譲られたと う
い
えます。そ
し
て
、
文書・記録であれば 伝の正文類 日記の正記などは家嫡
た
るものに譲
ら
れ
る
というのが一般的であったかといえます。
で
は
、予
定
時
間
も
す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
辺
で
終
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
長
時
間
にわたりご清聴ありがとうございました。
付
記
講
演
録
に
基
づ
い
た
が
、
重
複
や
言
葉
足
ら
ず
の
と
こ
ろ
が
目
立
ち、そ
の
た
め
に
か
な
り
の
補
訂
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。
ま
た、原
稿
作
成
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、実
は
最
終
的
な
読
み
返
し
は
伊
勢
神
宮
の
外
宮
斎
館
で
行
っ
た
。
平
成
二
十
八
年
十
月
十
五
日
・十
六
日
神
宮
（
外
宮）の
神
嘗
祭
が
あ
り
、
小
生
は
奉
仕
神
職
四
名
の
一
人
と
し
て
十
四
日
よ
り
外
宮
斎
館
に
参
籠
、
十
五
日
午
後
十
時
由
貴
夕
大
御
饌
儀
、
十
六
日
午
前
二
時
由
貴
朝
大
御
饌
儀、午
後
十
二
時
奉
幣
儀
に
奉
仕
し
、そ
れ
に
同
日
午
後
六
時
御
神
楽
に
見
参
。大
宮
司
以
下
の
神
宮
の
神
職
の
方々
の
後
尻
に
繋
が
り
、
神
宮
の
五
大
祭
の
な
か
で
も
最
も
重
儀
で
あ
る
神
嘗
祭
に
奉
仕
で
き
た
こ
と
は
、田
舎
の
一
神
主
と
し
て
は
光
栄
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い。ま
た
、斎
館
に
て
祭
事
の
習
礼
の
か
た
わ
ら、
本
稿
の
最
終
的
な
仕
上
げ
を
成
し
え
た
こ
と
は
極
め
て
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
の
思
い
出
に
も
と
、
かく付記するところである。
（
は
しもと
ま
さのぶ・東京大学名誉教授）
皇
學
館
大
学
研究開発推進センター紀要
第
三
号
（
平
成
二
十
九
年
三月）
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